
仙
台
建
築
で
は

仙
台
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー

で
は
、
今
年
度
に
8
人
が
退

職
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
内
7
人
が
再
雇

用
を
希
望
（
国
労
は
6
人
）
。

国
労
組
合
員
で
は
、
5
月

末
に
退
職
を
迎
え
る
方
に
は

4
月
に
提
示
が
さ
れ
、
ま
た

10
月
末
退
職
の
方
に
は
8
月

に
提
示
が
あ
っ
た
も
の
の
、

他
の
4
人
に
対
し
て
は
、
具

体
的
な
話
は
一
切
な
い
。

目
前
の
生
活
設
計
に
大
き

く
関
わ
る
重
大
な
こ
と
で
あ

り
、
昨
年
末
か
ら
「
職
場
の

有
志
」
と
し
て
数
度
に
わ
た

り
、
現
場
長
に
対
し
、
「
早

期
に
具
体
的
就
労
箇
所
を
示

す
こ
と
」
と
求
め
て
き
た
が
、

現
場
長
は
、
「
提
示
の
遅
れ

に
つ
い
て
は
申
し
訳
な
い
」

と
し
つ
つ
も
、
「
建
築
で
は

本
体
エ
ル
ダ
ー
は
な
い
」

「
提
示
時
期
も
分
か
ら
な
い
」

と
社
員
の
不
安
を
煽
る
、
不

誠
実
な
対
応
に
終
始
し
て
い

る
。ま

た
、
仙
台
建
築
分
会
で

は
、
「
本
体
で
の
再
雇
用
は

な
い
」
と
い
う
現
場
長
の
発

言
も
問
題
視
し
て
い
る
。

退
職
者
の
補
充
（
新
採
）

が
少
な
い
中
で
、
本
体
エ
ル

ダ
ー
を
採
用
し
な
い
と
は
一

体
ど
う
し
た
こ
と
な
の
か
。

仙
台
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー

で
は
、
一
昨
年
の
「
建
築
・

土
木
の
業
務
見
直
し
」
の
要

員
削
減
合
理
化
が
実
施
さ
れ
、

17
年
4
月
時
点
で
41
人
の
人

員
が
、
19
年
3
月
で
33
人
ま

で
に
削
減
さ
れ
た
。

今
年
度
末
に
は
8
人
が
退

職
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、

新
規
採
用
者
を
含
め
て
も
28

人
程
度
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
要
員
削
減
に
よ

り
、
工
事
の
安
全
施
工
や
増

大
す
る
超
過
勤
務
に
よ
り
社

員
の
健
康
状
態
を
危
惧
す
る

声
も
上
が
り
、
「
有
志
」
が
、

来
年
度
以
降
の
業
務
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
を

質
し
た
が
、
「
や
り
方
を
変

え
て
い
く
」
と
述
べ
る
だ
け

で
具
体
的
な
中
身
は
示
さ
れ

な
い
ま
ま
で
あ
る
。

仙
台
建
築
分
会
で
は
、
今

後
も
現
場
で
の
話
し
合
い
と

合
わ
せ
、
支
社
に
こ
の
問
題

を
質
す
べ
く
団
体
交
渉
を
申

し
込
む
予
定
だ
。

提
示
の
遅
れ
と
遠
距

離
就
労
箇
所
の
提
示

ま
た
最
近
で
は
、
山
形
保

線
技
術
セ
ン
タ
ー
で
、
遠
距

離
か
つ
希
望
す
る
職
種
と
違

う
就
労
箇
所
へ
の
提
示
が
、

事
前
に
何
の
打
診
も
な
く
行

わ
れ
た
。

組
合
員
の
Ａ
さ
ん
は
、
保

線
職
場
で
働
く
が
、
こ
こ
10

年
程
、
肘
・
肩
・
腰
に
痛
み

を
抱
え
、
通
常
で
も
重
い
も

の
を
持
つ
こ
と
は
控
え
て
お

り
、
現
場
で
は
列
車
見
張
り

な
ど
の
作
業
に
従
事
す
る
な

ど
配
慮
を
受
け
て
い
た
。

そ
の
た
め
エ
ル
ダ
ー
再
雇

用
に
際
し
て
も
、
第
一
建
設

な
ど
の
保
線
業
務
で
は
な
く
、

山
形
地
区
の
清
掃
業
務
を
希

望
し
て
お
り
、
健
康
状
態
を

考
慮
し
た
職
種
の
提
示
と
遠

距
離
通
勤
の
職
場
は
提
示
し

な
い
こ
と
を
10
年
来
一
貫
し

て
主
張
、
申
告
を
行
っ
て
き

た
。

し
か
し
提
示
さ
れ
た
の
は
、

山
形
地
区
で
は
な
く
、
宮
城

県
名
取
市
に
あ
る
東
洋
機
械

と
い
う
保
線
の
関
連
会
社
で

あ
り
、
仙
山
線
の
始
発
で
な

け
れ
ば
始
業
時
間
に
間
に
合

わ
な
い
と
い
う
場
所
に
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本

人
は
会
社
に
苦
情
申
告
し
、

ま
た
後
日
、
直
接
提
示
先
会

社
に
出
向
き
会
社
役
員
と
話

し
合
う
中
で
、
始
業
時
刻
や

労
働
内
容
に
対
す
る
配
慮
が

示
さ
れ
、
当
面
就
労
し
通
勤

す
る
方
向
に
落
ち
着
い
た
。

た
だ
、
Ａ
さ
ん
は
エ
ル
ダ
ー

再
雇
用
に
お
け
る
遠
距
離
通

勤
を
認
め
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
ま
た
提
示
の
時
期
に

つ
い
て
も
万
一
、
提
示
箇
所

へ
の
就
労
を
し
な
い
場
合
は

年
休
の
処
理
も
あ
り
、
直
近

で
あ
れ
ば
残
る
た
め
、
提
示

は
遅
く
て
も
3
ヶ
月
前
と
主

張
す
る
。

更
に
「
10
年
間
も
自
己
申

告
書
と
面
談
に
よ
り
、
社
員

の
健
康
状
態
や
家
庭
状
況
を

把
握
し
て
い
な
が
ら
、
最
終

的
に
は
突
然
、
本
人
の
希
望

や
意
向
を
全
て
無
視
し
た
就

労
条
件
を
提
示
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
自
己
申
告
書
は
全
く

関
係
な
い
こ
と
に
な
る
」
と

憤
る
。

会
社
は
本
人
希
望
を

最
優
先
に
提
示
し
ろ

一
昨
年
、
郡
山
総
合
車
両

セ
ン
タ
ー
で
は
、
5
人
の
組

合
員
に
対
し
、
新
幹
線
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー
内
の
Ｊ
テ
ッ

ク
に
提
示
が
あ
り
、
家
庭
の

事
情
等
に
よ
り
2
人
の
組
合

員
が
提
示
を
断
り
、
退
職
を

選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

事
象
が
あ
っ
た
。

今
回
の
山
形
保
線
技
術
セ

ン
タ
ー
の
Ａ
さ
ん
の
事
例
も
、

少
し
間
違
え
ば
郡
山
と
同
様

に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
現
在
も
、
福
島
県
の

松
川
の
自
宅
か
ら
山
形
駅
の

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス
に
提
示

さ
れ
、
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

通
勤
し
て
い
る
仲
間
も
い
る
。

地
方
本
部
は
、
再
雇
用
先

の
提
示
に
は
、
本
人
希
望
は

も
と
よ
り
、
退
職
を
迎
え
る

方
々
に
対
し
、
会
社
自
ら
が

作
っ
た
ル
ー
ル
通
り
の
提
示

を
順
守
す
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
と
同
時
に
、
遠
距
離
通

勤
の
解
消
や
労
働
条
件
の
改

善
に
向
け
て
、
今
後
も
会
社

に
働
き
か
け
を
強
め
て
い
く
。

【
昌
】
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7
月
10
日

第
12
回
執
行
委
員
会
・
第
3
回
闘
争
委
員
会

7
月
20
日

地
方
工
務
協
議
会
総
会

7
月
26
日

交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
運
営
委
員
会

7
月
30
～
31
日

第
88
回
全
国
大
会

8
月
3
日

地
方
運
転
協
議
会
定
期
委
員
会

8
月
9
日

第
13
回
地
方
執
行
委
員
会

8
月
23
～
24
日

第
33
回
東
日
本
本
部
大
会

8
月
31
日

第
72
回
安
プ
ロ
・
第
63
回
業
務
部
長
会
議

Ｎo . 2766
2019年9月10日
発行責任者 五十嵐敬

編集責任者 武田昌仙

エ
ル
ダ
ー
再
雇
用
に
つ
い
て
は
、
就
労
箇
所
や
提
示
の
時
期

を
巡
っ
て
こ
の
制
度
が
始
ま
っ
て
以
来
、
度
々
問
題
が
生
じ
て

い
る
。
例
え
ば
、
再
雇
用
を
希
望
す
る
本
人
が
、
「
希
望
し
て

い
な
い
職
種
や
就
労
箇
所
」
へ
の
提
示
、
ま
た
提
示
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
、
「
退
職
前
年
度
の
11
月
」
が
会
社
の
定
め
た
ル
ー
ル

だ
が
、
こ
れ
も
守
ら
れ
て
い
な
い
。
退
職
前
年
度
ど
こ
ろ
か
、

退
職
当
月
の
直
近
一
週
間
前
と
い
う
組
合
員
も
い
た
。
地
方
本

部
は
、
会
社
自
ら
が
定
め
た
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
る
よ
う
に

取
組
み
の
強
化
を
進
め
て
い
る
。

7
月
21
日
投
開
票
で
実
施

さ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
は
、

与
党
で
あ
る
自
公
政
権
が
、

改
選
過
半
数
を
確
保
し
た
も

の
の
、
改
憲
勢
力
が
目
論
む

国
会
発
議
に
必
要
な
3
分
の

2
議
席
確
保
を
阻
止
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
全
国

32
の
一
人
区
全
て
に
野
党
共

闘
候
補
者
を
擁
立
し
、
結
果

は
10
勝
22
敗
だ
っ
た
。

同
じ
く
全
一
人
区
で
野
党

が
統
一
候
補
を
立
て
た
前
回

16
年
の
11
議
席
に
は
届
か
な

か
っ
た
が
、
野
党
共
闘
は
一

定
の
効
果
を
示
し
た
と
い
え

る
。今

選
挙
で
は
、
公
約
に
自

衛
隊
明
記
の
改
憲
を
掲
げ
た

自
民
党
が
改
選
66
議
席
か
ら

57
議
席
に
減
ら
し
、
非
改
選

と
合
せ
て
１
１
３
議
席
と
な

り
、
単
独
過
半
数
を
割
り
込

ん
だ
。

得
票
数
（
比
例
）
も
前
回

（
16
年
）
か
ら
約
２
４
０
万

票
減
ら
し
、
全
有
権
者
に
占

め
る
絶
対
得
票
数
は
16
・
7

％
、
第
2
次
安
倍
政
権
以
降

で
最
低
と
な
っ
た
。

自
民
と
公
明
の
議
席
を
合

わ
せ
て
も
6
減
の
71
議
席
、

維
新
10
を
含
め
改
憲
勢
力
は

81
議
席
で
、
改
憲
発
議
に
必

要
な
3
分
の
2
を
阻
止
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
「
期
限
あ

り
き
の
性
急
な
改
憲
の
動
き

は
賛
成
で
き
な
い
」
と
い
う

民
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

次
の
総
選
挙
に
向
け
た
大
き

な
足
掛
か
り
と
な
る
の
で
は

な
い
か
。

【
昌
】



8
月
7
日
、
国
労
仙
台
信

通
区
分
会
は
、
仙
台
市
内
に

お
い
て
8
月
1
日
付
で
国
労

加
入
し
た
組
合
員
の
歓
迎
会

を
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。

歓
迎
会
で
は
、
地
本
五
十

嵐
委
員
長
か
ら
加
入
し
た
組

合
員
へ
国
労
バ
ッ
ジ
・
国
労

手
帳
が
贈
ら
れ
、
東
日
本
本

部
武
田
総
財
・
組
織
部
長
、

宮
城
県
支
部
秋
山
執
行
委
員

長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
仙
台
駅
の
仲
間
や
信

通
分
会
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
、
総
勢

30
名
以
上
が
激
励
に
駆
け
つ

け
終
止
和
や
か
な
雰
囲
気
で

進
行
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
に
国
労
加

入
し
た
石
﨑
さ
ん
と
武
田
さ

ん
を
始
め
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
「
熱
烈
歓
迎
の
こ
と
ば
」

を
贈
り
ま
し
た
。
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退
職
の
お
知
ら
せ

6
月
30
日
付

宍
戸

康
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
仙
台
）

西
条

利
昭
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

（
施
設
エ
ル
ダ
ー
）

橋
本

守
弘
さ
ん

郡
総
車
体
科

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
郡
山
）

佐
藤

昭
治
さ
ん

福
島
地
区

（
テ
ム
ズ
郡
山
）

軽
部

昇
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

（
テ
ク
ノ
新
庄
）

柴
田

敬
明
さ
ん

山
形
連
合

（
Ｂ
Ｔ
山
形
）

吉
村

豪
敏
さ
ん

仙
総
台
車

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
新
幹
線
）

牛
澤

初
雄
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
仙
台
）

鈴
木

実
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
車
両
エ
ル
ダ
ー
）

山
村

渉
さ
ん

新
庄
連
合
（
退
職
）

7
月
31
日
付

石
垣

雄
二
さ
ん

仙
総
運
転

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

原
田

好
太
郎
さ
ん

山
形
連
合

（
一
建
山
形
）

池
田

直
喜
さ
ん

新
庄
連
合
（
退
職
）

横
田

英
才
さ
ん

仙
総
運
転

（
車
両
エ
ル
ダ
ー
）

山
本

昇
さ
ん

郡
山
設
備

（
施
設
エ
ル
ダ
ー
）

熊
坂

隆
雄
さ
ん

仙
台
電
力
区

（
電
気
エ
ル
ダ
ー
）

千
葉

朗
さ
ん

仙
総
台
車

（
東
北
ロ
ジ
宮
城
野
）

柿
崎

正
勝
さ
ん

新
庄
連
合

（
テ
ク
ノ
新
庄
）

水
戸

栄
一
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
仙
台
）

加
賀
谷

昌
広
さ
ん

山
形
連
合

（
運
転
士
エ
ル
ダ
ー
）

8
月
31
日
付

渡
辺

慎
一
さ
ん

郡
山
設
備

（
電
気
エ
ル
ダ
ー
）

大
橋

康
さ
ん

仙
台
信
通
区

（
日
本
リ
ー
テ
ィ
ッ
ク
）

歌
川

広
さ
ん

若
松
地
区

（
仙
建
若
松
）

園
辺

誠
幸
さ
ん

山
形
連
合

（
東
洋
機
械
）

大
山

豊
さ
ん

仙
総
車
体
（
退
職
）

本
田

淳
一
さ
ん

福
島
地
区

（
営
業
エ
ル
ダ
ー
）

歌
川

弘
さ
ん

若
松
地
区

（
テ
ム
ズ
若
松
）

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
退
職

6
月我

妻

美
津
男
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
テ
ク
ノ
東
営
業
所
）

伊
藤

英
雄
さ
ん

仙
石
線
駅
連
合

（
リ
ビ
ッ
ト
苦
竹
）

鈴
木

浩
次
さ
ん

仙
台
駅
連
合

（
リ
ビ
ッ
ト
榴
ヶ
岡
）

柴
田

論
さ
ん

仙
台
駅
連
合

（
Ｂ
Ｔ
仙
台
）

8
月長

谷
川

賢
一
さ
ん

原

敏
教
さ
ん

佐
藤

武
志
さ
ん

仙
総
車
体

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
新
幹
線
）

上
田

英
二
さ
ん

仙
総
運
転

（
テ
ク
ノ
新
幹
線
）

折
笠

浩
二
さ
ん

郡
山
駅
連
合

（
テ
ク
ノ
郡
山
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

今
回
加
入
し
た
若
手
組
合
員

か
ら
は
、
「
東
労
組
の
組
織
状

況
か
ら
組
合
未
加
入
に
な
り
ま

し
た
が
、
や
は
り
労
働
組
合
が

必
要
と
の
思
い
か
ら
国
労
加
入

を
決
意
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

日
下
分
会
長
か
ら
は
、
「
石

﨑
さ
ん
武
田
さ
ん
に
続
き
、
今

年
も
拡
大
を
実
現
し
た
。
さ
ら

に
職
場
の
仲
間
に
話
し
か
け
、

国
労
加
入
を
実
現
し
よ
う
」
と

訴
え
、
次
の
仲
間
を
増
や
す
た

め
更
な
る
団
結
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

【
昌
】

さらなる拡大を目指す信通分会の仲間

国
労
東
日
本
本
部
は
、
組
織

拡
大
に
む
け
て
、
昨
年
か
ら
呼

び
掛
け
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
活
用
を

提
起
し
て
い
ま
す
。

呼
び
掛
け
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、

そ
の
時
々
の
状
況
を
未
加
入
者

に
知
ら
せ
る
こ
と
や
国
労
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
た
め
に
、

随
時
更
新
し
、
国
労
東
日
本
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
呼
び
掛
け
テ
ィ
ッ
シ
ュ

は
、
20
代
30
代
の
皆
さ
ん
が
、

自
分
達
の
顔
写
真
を
載
せ
れ
ば
、

国
労
に
は
若
い
仲
間
が
多
く
い

る
事
が
伝
わ
り
、
加
入
し
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

発
案
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
で

す
。
若
手
組
合
員
の
声
に
答
え

る
た
め
に
、
呼
び
掛
け
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
幸
】

※
下
記
に
チ
ラ
シ
の
一
例
を
記

載
し
ま
し
た
。
状
況
に
応
じ
て

変
更
し
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は

加
入
届
も
印
刷
し
て
い
ま
す
。


